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巻頭のことば 

志摩市長 大　口　秀　和 
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巻頭のことば

　明けましておめでとうございます。

さわやかに、そして元気に平成23年・辛卯（かのとう）の年が幕を開けました。

　三重県建築士事務所協会の会員の皆様には、初日の出と共に、笑顔で健やかに、新年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

　貴協会の建築士会員各位が、建築主様から建築設計委託を受けられたとき、社会の公の利益

のために貴協会は存在するとの、会員各位の志し高い哲学のもと、建築主の利益の保護を第一

義として、建築文化と福祉の増嵩にご貢献いただいておりますことに改めて感謝と敬意を表し

ます。

　さて鳥羽市は合併議論多き時に単独での生き残りと発展を選択されましたが、志摩市で旧五

町が融合して生き残りと発展を期して合併をし、６年が経過しました。その中で、私が志摩市

長に就任させていただきましてから三回目の新年を迎えさせていただきました。以来、鳥羽志

摩地域の経済の活性化・再起動を合言葉に、稼げるまち、稼ぐお手伝いのできるまちづくりを

目指して、この間いろいろと施策を打たせていただきました。

　志摩市では今後、国が合併後の補助策として約３割負担で事業ができる合併特例債の制度が

平成26年には終了し、その後は５年かけて補助金が段階的に減らされていき、８年後の平成31

年にはかなり厳しい財政と市政運営が予想されます。その時でも、志摩市に生活している人た

ちが継続して安心安全の名のもとに故郷で暮らし続けていけるための財政の安定を図るため、

今、手を打たなければなりません。そこで昨年来より財政健全化アクションプログラムをつく

り、ご理解をいただきながら進めてまいりました。

　総論賛成、各論反対等のご意見があり、市民の皆様方には耳目を騒がせますが何とぞご理解

をいただきますようお願いします。

　そして志摩市はその中で平成26年の特例債が切れるまでに、必要施設の改築・施設の統廃合・

スクラップアンドビルドを果たしていかなければなりません。そのためかなりの量のご相談や

お知恵を貴協会の会員の皆様にお借りしなければなりません。よろしくお願いいたします。

　さて今年は、平成23年神宮暦によりますと平年辛卯（かのとう・しんがい）の年に当たりま

す。そこでこの字句を調べましたら、辛は種から芽が出て根を張る意を持ち、卯は葉が元気に

生い茂る意味だそうです。辛卯のごとくに今年は、これまでの皆様のご努力が実り、前途に光

のきざはしが見えるようで、心はずむものがあります。

　貴協会の会員の皆様には辛卯の字の表すごとくに、さらに素晴らしい飛躍の年にしていただ

きたいと魂の底から願うものです。

　そしてまたウサギにはこんな話もあります。森に住む動物達が神さまに、いろんな供物を差

し上げる場面で、それぞれ森で採れた木の実や魚など差し上げるとき、ウサギだけは何も持た

ず、私はなにも差し上げるものがありませんので、私を差し上げますと言って自ら火の中に飛

び込み、その身をささげました。

　その自分をいたわらない純粋な奉仕の心に神は深い愛情と理解を示し、ウサギをたたえ、大

いなる愛と富と名声を与えたということです。

　貴協会の目的にもありますように、大いに公にご貢献をいただきながらも、そこを通じて、

奉仕の対価としての大いなる企業利益を生み出していただくことを祈念するものです。個々の

家庭や企業が豊かになってこそ、地域は発展します。そういう意味で貴協会会員の皆さま方に

は、多大なる活躍を期待するものであります。

　結びに、貴協会の益々のご発展と、重ねて会員の皆様の本年のご健勝とご多幸を心よりお祈

り申し上げ、また諸施策に深いご理解とご協力を赤心よりお願い申し上げ、新年のごあいさつ

とさせていただきます。

　おめでとうございます。



会　長　田　端　　隆 

2011年頭の挨拶 

　会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、健やかな新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。また、旧年中は、

協会業務につきまして、御理解、御協力を頂き心より厚く御礼申し上げます。 

　いまなお、円高・デフレの進行、長引く雇用不安など厳しい経済状況が続いており、また、

昨年国では建築基準法に基づく制度のあり方について「建築基準法の見直しに関する検討会」

を設け、構造適判制度の対象範囲、建築確認審査に係る法定期間等について検討がなされま

したが、その検討結果は手続きの簡素化や迅速化等について建築界、消費者代表、有識者そ

れぞれの意見を併記することとなり、結論をまとめるに至りませんでした。 

　このような厳しい状況の中、昨年は、当会といたしましては、津市の緊急雇用創出事業に

係る公共施設定期点検報告業務におきまして、多数の会員の方々の御ご協力を頂き、順調に

進めさせていただいているところです。また引き続き、同様の業務の取り組みも行い協会の

運営の健全化に資するよう努力してまいりますので、皆様のご協力をさらにお願いいたします。

今後も会員の皆様が少しでも、公的な業務に取り組んでいただけるよう努力していきたいと

考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

　さらには、当会は本年中に、公益法人制度改革に則った一般社団法人となるべく県への認

可申請を行う予定としていますが、このためには、協会体制の整備、定款及び規程類の整備・

改正を行っていかなければなりません。これらの作業につきましては、一昨年来会員の皆様

の御理解を得ながら進めさせていただいており、本年度総会にて、定款改正を行い一般社団

法人化への申請の準備を行ってまいりますことに是非御理解、御協力の程よろしくお願いい

たします。また、日事連において、国土交通省の構造計算適合性判定制度関連技術検討委員

会に特別委員として出席いたしまして、建築士事務所の抱える問題点等について意見を述べ、

今後の構造計算適合性判定の改善に向けて、努力させていただくとともに、日事連業務・技

術委員会委員長として、告示第15号の完全実施、最低制限価格の引き上げを目指し、

さらに民間工事における設計・監理業務報酬料の基準作成による告示の周知を図

り、建築士事務所の経営環境の改善を図っていきたいと考えております。 

　今後も会員相互の協力のもと、協会の組織の強化、業界の健全な発展を

図るとともに、築士事務所の業務の適正化や消費者保護の促進を行って

まいりたいと存じますのでご支援ご鞭撻をよろしく御願いいたします。 

　結びに、兎年でありますので、会員の皆様の益々の飛躍と御健勝

をお祈り申しあげまして、新年の御挨拶とさせていただきます。 
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年頭のあいさつ



　第35回建築士事務所全国大会（東京大会）が

10月10日に東京都の帝国ホテルにおいて盛

大に開催されました。 

　「建築設計・工事監理業務の確立に向けて」

をテーマに全国の建築士事務所協会会員及び来賓の方々約900名が参加し、三重会からは会長以下

８名が参加をしました。 

　大会式典に先立ち「建築士事務所法はなぜ必要か」をサブテーマとしたシンポジウムが開催され、

パネリストとして、岡本賢日事連建築設計制度等対応特別委員会基本法部会長のほか弁護士の谷

合周三氏、河野進元日本建築家協会副会長の三氏参加され、コーディネーターを本郷正人日刊建設

通信新聞社編集局デスクが務められました。 

　式典では三栖会長の挨拶の後、日事連建築賞表彰式及び功労者表彰があり、三重会からは功労者

表彰に伊勢支部の西井洋一氏が受賞されました。 

　最後に来年の全国大会を主管する福島会が23年10月21日に福島市において開催をする旨宣言

し式典が閉会されました。 

　記念パーティーにも参加し、全国から参加された会員の方々と交流を深め大変有意義な大会と

なりました。 

　平成25年に三重で開催となる第38回建築士事務所全国大会がいよいよ近づいてきました。 

　大会の準備については、全国大会準備委員会で順次進めていただいていますが、平成25年に向け

て三重会会員が更に全員協力し一丸となって進めていかなければという思いを強くしました。 

 

功労者表彰　伊勢支部　西井洋一氏 

3

全 国 大 会



日　　時　　平成22年11月３日 

　　　　　　午前10時～午後３時 

来場者数　　約150名（予定100名） 

●メインテーマ● 

「わたしたちはあなたの夢を創造するパートナーです」 

●サブテーマ● 

「ぼくとわたしのいろんなおうちをかいてみよう」 

内容　エコバックにクレパス

で絵を描いて、プレスを

し持ち帰っていただいた後、

審査をして優秀な作品を

表彰する。（当日、作品

をカメラ撮影） 

キャンペーン当日のテーマ 

　今回、建築キャンペーンの開催は、松阪支部が担当することになりました。
何分はじめてのことであり、どのような内容で、全国統一テーマである「わた
したちはあなたの夢を創造するパートナーです」を広く消費者に周知するかを
考え、今までのキャンペーンを参考にし考えた末、サブテーマである「ぼくと
わたしのいろんなおうちをかいてみよう」となり、幼稚園児、小学生を対象に
オープン参加していただき、エコバックに絵を描いていただきそれをプレスし

持ち帰ってもらい、優秀な作品は表彰す
るという企画を立てました。 

4

キャンペーン



　又、松阪地区での開催にあたり時期的なことも考案すれば11月3日の「氏郷

まつり」が最適ではないかと考え、この日の開催の運びになりました。当日、

果たして何名の来場者が来るのか多少の不安がありましたが、開場午前10時を

過ぎたころから、沢山の来場者がみえ、またたく間に予定していた100名分の

エコバックが12時には全て終了し早々約50名分追加した次第です。 

　それに伴いアンケートの記入、パンフレットの配布も予想以上にご協力をい

ただき、昼食を取る時間も無く、午後3時には盛況のうちに今回のキャンペー

ンを終えました。 

　終わり良ければすべて良しといいますが、会場設営、広告、建築無料相談等

の反省点も多く、今後のキャンペーンにこの反省を生かし、より良いキャンペ

ーン活動を進めていただければと思います。  

　そして子供達に描いていただいた約150点の作品を委員会及び会員様に審査

していただき厳正な審査の結果、

松阪市教育委会教育長賞1点、

（社）三重県建築士事務所協会

賞6点を選び表彰する運びになり

ました。教育長賞の表彰は12月

13日午後3時より学校に出向き、

当協会からは会長、専務、委員長、

私の4名が出席しました。受賞式

には、うれしいことに受賞者の

御家族も参加されそして校長先

生も含め、つつがなく授賞式を

終えました。他の受賞者については12月15日各学校に表彰状と副賞を持参し学

校長に手渡し感謝の意を表し無事、表彰式を終えました。 

　このキャンペーンに参加してもらった、幼稚園児、小学生の子供達が成長し

いつの日か、家庭を持ち住まいを建てよう

かと考える時、この（社）三重県建築士事

務所協会のキャンペーンを思いだしてもら

えればと密かに期待を寄せつつ、参加者と

会員の皆様には感謝の気持ちで無事キャン

ペーンを終えたことを御報告いたします。 

松阪支部　鳥羽谷　和幸　 

松阪市教育委員会教育長賞 

　松阪市立第一小学校　３年生 

　　　　　　村田　裕生帆さん 

5

キャンペーン
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キャンペーン

むらた　あきみさん 
まつさか幼稚園 

斉藤　由衣さん 
松阪市立中川小学校 

澤口　来甫さん 
四日市市立三重西小学校 

矢島　はるかさん 
メ－プルリ－フインターナショナルスクール 

木谷　あやなさん 
松阪市立港小学校 

熱田　桃子さん 
松阪市立鵲小学校 

幼稚園の部 小学校低学年の部 小学校高学年の部 

村田　裕生帆さん 
松阪市立第一小学校 

三重県建築士事務所協会賞 

松阪市教育委員会教育長賞 作品 

（社）三重県建築士事務所協会 



7

キャンペーン

建築キャンペーンご来場アンケート結果 
　今回、建築キャンペーンに来られた方に理想の住宅の建て方について、設計事務所の印象につ
いてアンケートを実施しました。設計事務所について、どのような印象を持っているのか、仕事
の内容等どの程度認知されているのかアンケートで集計した結果です。          

　アンケートの結果、設計事務所の業務内容について、設計の依頼方法について知らない方が多
くみえる事がわかりました。そして、設計事務所は「設計費が高い」というイメージがあるとい
う点も顕著に現れました。反対に自分の思った通りの家を設計し、建ててくれそうだというイメ
ージも定着している点もアンケートに現れる結果となりました。 

平成23年度の建築キャンペーンは四日市支部が担当します。 

Q１①　住宅を建てられる（購入される）場合、ど
のような住宅が良いと思われますか？ 

Q１②　住宅を建てられる（購入される）場合、ど
のような住宅が良いと思われますか？ 

Q２①　設計事務所（建築士事務所）はどのような
仕事をしているか知ってみえますか？ 

Q２②　建築主に代わって行う工事の内容チェック、
検査などの工事監理の仕事は？ 

Q４①　住宅を建てられる場合、設計は誰にお願い
したいですか？ 

Q４②　①で設計事務所（個人、会社）を選んだ理
由はどれですか？（3つまで選択可） 

Q４③　①で設計事務所（個人、会社）を選ばなかった理由は？（3つまで選択可） 

Q５　今日の建築士事務所キャンペーンの催しはど

こで知りましたか？ 

Q６　今日の建築士事務所キャンペーン催しの内容

についておたずねします。 

知人、友人からの紹介 

ポスター、新聞広告 
を見て知った 

仕事の関係で知った 

たまたまやっていたので
立ち寄った 
 

よく知っている 

あまり知らない 

全く知らない 

 

個人の設計事務所 

会社組織の設計事務所 

地元の工務店 

ゼネコン 

ハウスメーカー 

その他 

特に考えていない 

木造 

鉄骨造 

鉄筋コンクリート造 

 

思ったよりアイデアを出してもらえないと思うから 

設計費が高いと思うから 

思った通りの設計をしてくれないと思うから 

依頼する方法がわからない 

予算を守ってもらえないと思うから 

とっつきにくいと思うから 

完成後のフォローをきちんとしてくれないと思うから 

その他 

大変良かった 

良かった 

ふつう 

良くなかった 

悪かった 

 

知っている 

知らない 

 

一戸建て 

長屋建て 

 

思いもよらないアイデアを
出してくれると思うから 

自分の希望するものを設計
してくれると思うから 

予算を守ると思うから 

完成後のフォローをきちん
としてくれると思うから 

その他 

74％ 
98％ 

77％ 

23％ 

18％ 

38％ 

15％ 

27％ 

2％ 
15％ 

5％ 

18％ 

8％ 

35％ 

7％ 
7％ 

1％ 

85％ 

24％ 

62％ 

13％ 
1％ 0％ 

7％ 
19％ 

3％ 

8％ 

16％ 

4％ 

1％ 37％ 

24％ 

0％ 

0％ 2％ 

19％ 

7％ 

76％ 

12％ 
12％ 
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目 安 箱

目 安 箱  目 安 箱  目 安 箱  目 安 箱  

　私は、昨年まで県事務所協会の理事を8年させ

て戴き、松阪支部では支部長を6年させて戴きま

した。日事連関係、本部関係、支部事項の日々の

なんと膨大な時間を会のために費やした事でしょ

う。

そんな中で只今、松阪中央ライオンズクラブの会

長(会員71名)を仰せつかっています。国際協会事

項、地区事項、地域事項、クラブ本体の事項、さ

らに結成30周年記念事業を5つ執り行っている最

中です。週3～４日ぐらい色々と出向いておりま

す。その中で日々決断しなくてはならない事項が

多々あります。このことは支部長を経験させてい

ただいた頃の『会が発展し、どうすればいちばん

会員のためになるであろうか』ということが判断

基準で一番にきます。異種業種の団体と同業種の

団体の違いはありますが、本質的には同じだと感

じています。会のモットー、スローガン、年間事

業計画等に向かい、べクトルの方向を定め、より

団結を図り、仲良く親睦を深めることも、同じだ

と思います。そして、何事も経験、体験すること

によって、自分自身が鍛えられ発展してゆくもの

だと確信しております。そういう意味で今は、事

務所協会の体験に対して心から厚く御礼申し上げ

たいと思います。 

　誰がこんな世の中にし、建築界を魅力の無い物

にしたのだろうか？

　昨春からまた伊勢工業高校の建築科で、測量と

製図実習を教えています。初めて顔を合わせた時、

現状の建築について必ず話をするのですが、６年

前の生徒達の時と今の学生達とでは、私自身の話

す内容も全く違う世界を話している様な気がしま

す。

　建築の世界に、一時程の人気は無くなりつつ

あったけど、まだ就職・進学でも建築の道に進む

と、きっといい事有るよ！と自信を持って言って

いたのに、ここ２～３年の生徒達に対しては、何

か悪い事をした時の様に重い気持ちになってしま

う。阪神大震災以降、基準法の改正の繰り返し、

構造計算偽装問題、士法改正・・・何かあれば、

改正の繰り返し。政治の世界と同じ。自民党から

民主党に政権交代、総理大臣も何人代わっただろ

うか！　その間少しずつでも世の中が良くなって

行くのならまだしも、一向に良くならない。逆に

悪くなってしまった。今の学生達は阪神大震災の

時１～２歳、構造計算偽装問題の時12～13歳中学

１．２年生。そして今就職難。ＴＶ、新聞では毎

日の様に就活の報道が流れ、一方では政治家の問

責決議、証人喚問、挙げ句に総理大臣自ら「今ま

では仮免許だった」ふざけるな！と言いたい。高

い給料を取り、自分達の都合のいい事ばかりに力

を注ぎ、足の引っ張り合いばかり。同じ時間帯の

ニュースなのに、就活の報道は「史上何番目の低

率○○％」まるで学生達が悪いか、力の無い様に

キャスターの声が響く。完全に高齢社会になり、

国の借金も毎年増えているのに、自分達の人気取

りの政策ばかり。この先この国は誰が支えるのだ

ろうか？リーダーのいない国、諸外国の支配下に

なっていくのだろうか？　憤りを覚えるのは私だ

���������������������������������

就活の学生と政治家

伊勢支部　和田　敏男

事務所協会はすばらしい団体

松阪支部　芳賀　信次
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目 安 箱

けなのでしょうか？

　これからの建築界を支えていく学生達に建築の

魅力を少しでも伝える事が出来ればと願い、指導

して行きたいと思っています。 

　会報をお読みのみなさんは、日々お忙しく過ご

されていることと思います。そういう私も、毎日

お施主さんとの打ち合わせや現場、書類等の作成

に忙殺されております。そんな毎日がもう何年も

続いておりますが、何げなくついていたテレビ番

組にふっと心和まされた時がありました。みなさ

んも御存知かと思いますが、そのテレビ番組は

NHKBS放送の「木造駅舎の旅」という番組です。

この番組はその名前の通り日本各地に今なお残さ

れている現役の古い木造駅舎を紹介する番組です。

　かつては日本全国にあった木造の駅舎も、いつ

の間にかほとんどが安全に機能的に駅舎としての

機能を果たすべく鉄骨やRC造の新しい工法の駅

舎に建て替えられてしまいました。しかし駅舎は、

大きくても小さくても、新しくても古くてもその

土地のシンボルとして愛される存在なのではない

でしょうか。その地を行きかう鉄道や乗り降りす

る人々を迎え入れ、また送り出す機能を果たしつ

つ、いつの間にか記憶の奥に静かに生き続けてい

るような気がします。県内では、平成５年に近鉄

宇治山田駅舎が国の登録有形文化財に登録されま

した。皆さんもご存知の事と思いますが、宇治山

田駅舎は外観内観ともに今も堂々とした姿で人々

に存在感を示しています。まさに伊勢神宮の玄関

口として相応しい駅の姿だと思います。古さがさ

らに格調高いものとして今に存在していますが、

建築当時昭和6年にこの姿を見た当時の人々は、

もっとその荘厳さを感じたのではないでしょうか。

　しかし、そのようなスケール感や荘厳さや格調

がなくても、人々を温かく迎え入れ愛されている

木造の駅舎が今も日本各地にあるということが喜

ばしい事ではないでしょうか。周りの風景と溶け

合い、その地に住む人にとってはふるさとの風景

となり、訪れる人にとっては、温かく迎え入れて

くれる玄関となってくれているのです　そんな日

本各地に残る木造駅舎をいつか訪ね歩きたい、と

いうのが忙しく日々を過ごしている私の思いです。

まずは伊賀上野や一身田などの県内の駅舎を訪ね

たいと思っています。 

　寿命とは生物のいのちの長さ、物が使用にたえ

る期間である。（大辞林）日本人の平均寿命は男

79.59歳、女86.44歳（平成21年厚生労働省）と長寿

国である。建築物の寿命は前記の使用にたえる期

間とは少し異なる部分がある。

　人間の目的や不動産売買によって建替えが行わ

れる為建築物の寿命は社寺仏閣の様に長く使用さ

れる物もあれば数年で建替えられる建物もありま

ちまちである。ある調査によれば日本の建物はほ

ぼ40年前後で半数が取り壊される結果が出たそう

で、それからすると日本の建物の平均寿命は約40

年という事になる。耐用年数はもっと長いので

もったいない話である。日本の建物は短命なので

ある。

　建物の建設には大量の資材が使われる。それは

同時にエネルギーの大量消費であり、また将来の

廃棄物の大量蓄積でもある。地球環境問題に関連

して建物の長寿命化を考え環境にやさしい建物造

りに努力すべきだと思う。

木  造  駅  舎

志摩支部　中村　政文

建築物の寿命と人間の寿命
伊賀支部　中村　明良

���������������������������������
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支 部 ひ ろ ば

平成22年４月16日　支部総会

　　　　各月例会（賛助会による商品説明含む）

　　　　５月26日　行政懇談会

　　　　　　　　　（三重県桑名建設事務所・桑名市建築

　　　　　　　　　指導課・桑名市建築開発課・桑名市

　　　　　　　　　消防本部・桑名市防災対策課）

　　　　６月10日　ゴルフコンペ（賛助会との懇親）

　　　　６月24日　桑名市耐震相談会　他５回

　　　　６月25日　省エネ法改

正に伴う講習会

　　９月12・13日　支部研修旅行（越中五箇山相倉合掌集落）

　　　　10月15日　ボウリング大会（賛助会との懇親）

　　　　11月17日　桑名市「なんでも相談会」参加

平成23年１月15日　賀詞交歓会

桑　名　支　部

支部研修旅行
（越中五箇山相
倉合掌集落）

桑名市「なんでも相談会」

相原　清安

会 員 数　　26名　（平成22年12月1日現在）

支 部 長　　椙信建築設計事務所　　　　椙尾　重信　氏

副支部長　　（有） アイ・エス建築企画　　生川　昌毅　氏

副支部長　　（株） 空間建築設計室　　　　向出　啓二　氏

他　役員　　６名

事 務 局　　〒510-0008　四日市市栄町４番１号

　　　　　　　　　　　　TEL･FAX059-354-1978

平成22年度　支部総会　4月22日（木）PM５：30～

　　　　　　四日市文化会館にて、事業報告・収支決算報告　等

平成22年度　例会

　　　　　　４月22日（木）PM６：00～

　　　　　　６月24日（木）PM６：00～

　　　　　　８月26日（木）PM６：00～

　　　　　　10月28日（木）PM６：00～

　　　　　　主に、公益法人化、支部40周年記念事業、その他について議論

他　10月2日（土）　支部　研修旅行　（京都嵐山方面）

　　12月3日（金）　支部　忘年会

支部の活動としては、主に以上ですが、楽しくやらさせて頂いております。

四 日 市 支 部 林　　　満
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支 部 ひ ろ ば

■鯰の呟き
　本年の津支部は　下記５委員会と幹事会の構成により事業展開を行っています。

・幹事会（役員による幹事会を隔月開催、公益法人法による支部方針の検討）

・例会委員会（正会員・賛助会員による例会及び食事会を隔月にて開催）

・研修渉外委員会（津市への要望、津まつりへの協賛、津市建築指導課様・防災

課様のご協力を得て一般市民向けに建物相談会を年３回開催）

・親睦委員会（正会員及び賛助会相互の親睦等を目的として忘年会等を開催）

・会員増強委員会（歴代支部長を委員会メンバーとし会員の増強に向けた啓

発活動）

・賛助会特別委員会（正会員と賛助会のパイプ役として幹事会への参加、（親睦を深めるためにゴルフ大

会を開催）

　　会員の皆様方には大変お忙しい中、いつもご協力を賜り誠にありがとうございます。

　　私も幹事の一人として研修渉外委員長の大役を仰せつかり、津市への要望書の提出、市民向けの無

料建物相談等に参加をさせていただいております。そこで毎年３

～４回／年開催の無料建物相談会について日頃感じていることを

述べさせていただきたいと思います。相談場所は津市さんと協議

の上、毎回市内を順次廻ることにしております。相談の内容につい

ても、隣近所の事（地盤沈下・日陰等）・登記の事やら様々ですが、

やはり住宅の耐震診断及び補強について相談に見える方が最も多

くみられます、その中で「無料耐震診断」を受診したのだが、補強

に係る「費用」・「工法」は、と相談にみえる方々が多く、我々も概

算費用等相談者の納得いくまでアドバイスをさせて頂き、津市の職員さんからは補助金の説明をさせて

いただいているのですが、その後、実際に補強に係る方々は非常に少ないのが現状です。公共の建物、

学校等の耐震補強は殆どが改修済であるのに対して、民間の非木造建物、個人木造住宅についてはまだ

まだ改修が進んでおりません、我々、建築事務所として公共はもとより個人の財産（建物）を守ること

も建築士としての役目ではないでしょうか。わずか数年前に「神戸・新潟」の震災を経験しているにも

関らず「対岸の火事」とみている人が多いのかも！施主様の「予算」「生活環境」等には諸事情はあるか

と思いますが、この先必ず起こる「東海地震」に備え、皆で「耐震補強への補助金の拡充」「耐震補強へ

の啓発活動」が必要だと感じながら「相談会」の相談につい声が大きくなるこの頃です。

　「あなたの家の下の大きな鯰は、いつ、体を震わせようかと・・・・」

津　　支　　部 宮本　徳良

　暑い夏を吹き飛ばそうと私たちは、毎年バーベキュー大会を行います。

　支部の会員、と一般会員の親睦をはかるために鈴鹿青少年の森におい

てバーベキュー大会を行います。おいしいお肉と、お酒、おしゃべり、

最後はデザートでしめてまた明日も元

気に仕事に励みましょうと散会家族連

れで参加します。

　この他にも鈴鹿市役所からの情報提

供である研修会、新年会、三支部会（桑

名、四日市、鈴鹿）の３支部で行う交流会などおいしいお酒と楽しい

おしゃべりの企画はたっぷりあります。

鈴　鹿　支　部 中浦　豊子
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事 務 所 紹 介

●所在地：〒510-0062　四日市市北浜田町1－22

●ＴＥＬ：059－359－4035

●ＦＡＸ：059－359－4036

●代表者：生川　昌毅

●設　立：平成10年４月

　当社は四日市市の市役所に程近い北浜田にあります。設

立以来いろいろな物件に携わってきましたが、気がつくと

動物病院の設計

がひとつの専門

になってきまし

た。こ れ ま で

10年間でテナントも含めると全国で50以上の動物病院

を手がけました。最近は自邸の設計を機に、エコ住宅の

設計を進めていこうと考えています。

●所在地：〒510-0253　鈴鹿市寺家町1528－4

●ＴＥＬ：059－387－7736

●ＦＡＸ：059－387－7737

●代表者：市川　恭子

　昨年の12月、現在の場所に事務所を移転して丸１年を迎えました。

　事務所２階は、夏の夜空に上がる鈴鹿サーキットの花火が一望できる特等

席になっています。

　建築・設計業務に従事して30有余年。

社会への旅立ちはオイルショックに始

まり、幾多の景気の波の狭間で建築を取

り巻く環境を垣間見てきました。事務所

開設からは20年程ですが、時の流れは

いっそう早くなり、既成概念だけでは乗

り切って行けない時代になってまいり

ました。

　何事も経験が始まりと考え、自ら戸を

閉める事の無いよう、何事にも好奇心を

持ち続けたいと思っております。

●鈴鹿支部●

市 川 建 築
設 計 室

●四日市支部●

有限会社

アイ・エス建築企画
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事 務 所 紹 介

●所在地：松阪市嬉野町1487-15

　　　　　シティハイムフォーレスト101号

●ＴＥＬ：0598－30－5546

●ＦＡＸ：0598－30－5546

●代表者：伊藤　達也

●設　立：平成16年5月26日

　平成22年10月、開設し６年目に事務所

を引越し致しました。元々、生まれも育

ちも嬉野町なので、里帰りしたような気

分です。三重の木を使った家づくりや、

公共施設の意匠設計をやっています。今

後も日々精進し続ける所存でございます

ので、御指導御鞭撻を賜りますよう宜し

くお願い申し上げます。

●松阪支部●

一級建築士事務所

設計工房ＮＥＸＴ

●所在地：〒514-0075　津市片田志袋町300－104

●ＴＥＬ：059－237－0953

●ＦＡＸ：059－261－4084

●代表者：佐々木　繁

●E-mai l：sasaki.a@za.ztv.ne.jp

　建築設計を始めて、はや40年

近くになりました。建物の調査に行き、変わった設計

だなと思って図面を見ていたら、自分の設計した建物

だったり、建物の改修履歴を調べていたら、自分も改

修に携わったりしていたりと、改めて自分の設計経験

を思い起こす今日この頃です。

　20年近く務めた中部都市建築設計事務所を退き、こ

のたび自宅を改造して設計事務所を設立しました。設

計者としてはベテランですが、設計事務所の経営はま

だ半年にもならない初心者です。幸い、これまでお世話になってきた方々の応援もあり、どうにか

仕事をこなしておりますが、未だ五里霧中の中です。

　これからも、これまでの設計者としての経験を生かし、より良い設計に挑んでいくつ

もりですので、皆様のご指導をよろしくお願いします。

●津支部●

佐々木建築

設計事務所
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お 知 ら せ

視点・論点 

　新年おめでとうございます。新しい年を迎え、皆様の健康と更なるご活躍をお祈り

いたします。

　さて平成22年度を振り返ってみると、政局の混乱で政治も経済も大きく停滞した年

だったように思います。内需振興に関する具体的な施策が打ち出せないまま、政治的

にも経済的にも、外圧に振り回されたという思いを強く感じているのは、私だけでは

ないと思います。こうした中で我が事務所協会は、公益法人制度改革に伴う「一般社団

法人」への移行準備をすすめていますが、法改正後の初めての取り組みであり、不透

明な部分が多く、担当委員会の頭を悩ませています。

　またユーザー保護と設計事務所の責任を果たす為の制度として、他に先駆けて「建築

設計業務等完成保証制度」の確立を目指して、経営委員会で検討をしています。

　建設業界の一翼を担う組織として、自己改革を進めていくのは当然ですが、昨今の

景気の悪さから見ると、いま一つ元気が出ないのも事実です。

　民間信用調査会社の帝国データバンクの調査によると建設業の43％は2011年が景

気の悪化の局面になると見ています。

　さて今年は兎年、大きなジャンプを期待したいものです。過去の統計を見ると、戦

後５回あった兎年の株価上昇を見ると、４回が上昇して、その平均値が23％となって

います。

　これは他の年が数％の上昇で終わっている事と比較しても多いに期待したいところ

です。ただ昨年来続いている政局の混乱は当面収まりそうもありません。

　日本経済が疲弊している現状からすれば、一日も早く景気が回復する具体的な施策

を期待したいと思います。

　今春大学を卒業するのに、まだ就職が決まっていない若者が多くいると報じられて

います。自信のない若者が急増してこれ以上社会不安が増大すれば、この国の将来は

絶望的です。「努力をすれば報われる」当たり前の事が実現できる社会を我々ひとり一

人が真剣に考える時ではないでしょうか？

（四日市支部・瀬川　宏）
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